
 

自主的環境保全活動の取り組み状況（令和6年度） 
 

 

            （事業所名）品川ﾘﾌﾗ㈱ 赤穂工場 

 １ 環境保全活動に関する方針等 

１－１ 環境保全活動に関する方針 
 

基本方針 
当社は「環境保全先進企業」を目指し、地域、及び地球環境保全を企業

活動の重要な柱の一つと捉え、全社を挙げて取り組みます。 
 
行動方針 
1.環境マネジメントシステムの整備 

環境に関する法令、自治体や地域と合意した約束を順守するとともに、
自ら環境改善の目標を設定して、その達成に努め、そのレビューに基づ
き継続的改善をはかるマネジメントシステムの整備に取り組みます。 

2.環境負荷低減と環境パフォーマンス向上への取り組み 
購買・生産・販売・物流・技術開発など全ての企業活動においてライフ

サイクルを考慮し、持続可能な資源の活用や省エネルギー・リサイクル・
再使用・汚染の予防・廃棄物の削減等、環境負荷低減と環境パフォーマン
スの向上に努めます。 
3.環境教育 

当社の業務を行うすべての者が自覚と認識を持って積極的に環境保全活
動に取り組むよう、全社を挙げて啓蒙活動を展開し、環境意識向上をはか
ります。 
4.環境コミュニケーション 

企業活動の対象となるすべての地域・分野における社会的責任を果たす
べく、積極的な情報開示、収集に努め、社会と一体となって環境保護や地
球環境保全に貢献します 

(以上の内容はホームページ上で公開します。) 
 

（目標・計画等の公表の方法についても記載すること） 

 

１－２ 環境保全活動に関する組織体制 

 

別紙組織図参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 環境保全活動の実施状況等  
 



 

 項 目   取組結果   今後の取組計画  

残土廃棄物発生

の抑制 
・会社全体での赤穂工場への生産統合により廃棄物

の種類が増え、処理できない廃棄物が発生し、在庫

が増大した。処理会社の新規契約が成立したので、

在庫を削減する。 

 

・まずは廃棄物を片付

けることを優先、リサ

イクル処理する方法

がないか、処理会社の

開拓変更を検討。 
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* 協力会社

(備考)
実線は赤穂工場
点線は赤穂地区駐在

赤穂工場長

製造チーム

管理チーム

技術チーム

安全衛生委員会・連絡会

品川ゼネラル㈱ 西日本事業所

１－２ 環境保全活動に関する組織体制

西日本地区 事業所委員会

第2研究部第３研究室

技術研究所長

第2研究部第３研究室長

赤穂第１製造室

赤穂第2製造室


